











































































































































































みたようだ 4 6 24 9 12
みたいだ 7 15 29 52
表2　地の文・会話文別の出現回数
189519019091917 1925
地 3 3 21 8 10みたようだ 会 1 3 3 1 2
みたいだ 地
2 6 20
会 7 13 23 32
　表2は，それぞれのことばが，地の文に現れるか，
会話の引用部分に現れるかを整理してまとめたも
のです。　「みたようだ」は，はじめ，地の文・会
話文ともに用いられていたところがら，次第に地
の文に限定されていく方向にあります。これに対
して「みたいだ」は，最初は会話文に出てきますが，
次第に地の文に進出していく方向が明らかです。
一般に，地の文は保守的なことばづかいになりが
ちで，会話文はくだけたことばづかいが出やすい
ものです。衰退していく「みたようだ」と，定着
していく「みたいだ」の，変化の過程を詳しくあ
とづけることができます。このように，「太陽コ
ーパス」を活用することで，精度の高い調査が可
能になります。参考文献2に活用例をいくつか記
しました。
　「太陽コーパス」は，2003年度公開の予定です
が，一部について，試験公開版（CD－ROM）を無
料で提供しています。希望される方は，次のアド
レスまでお問い合わせください。
mtanaka＠kokken．gojp
参考文献
1．田中牧郎「XMLを利用したコーパスの構築一
　　「太陽コーパス」を中心に一」（『日本語学』20－
　13，2001年12月，明治書院）
2．田中牧郎「「太陽コーパス」の構築による確立
　期現代語の研究」（平成13年度国立国語研究所
　公開研究発表会予稿集，2001年12月，国立国
　語研究所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中牧郎）
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第8回　ことばフォーラム報告
ネット・コミュニケーションと「ことば」
2002年1月19日（土）午後2時～4時　アイム・ホール（東京都立川市）
国立国語研究所・立川市共催
　第8回のことばフォーラムは，将来，国語研究所
が移転することになっている東京都立川市のアイム
ホールで立川市との共催事業として開かれました。
　今回のことばフォーラムは，近年，急速に普及し
た電子メールや携帯電話によるメールに焦点をあて
ました。わたしたちの社会に新たに登場したネット・
コミュニケーションによってわたしたちの日常生活
がどのように変化したのかを紹介するとともに，便
利で豊かな情報化社会の実現のためにはどのような
対応が必要かを考えてみました。
　当日は，立川市民のみなさんをはじめ109名の
参加者がありました。4人のパネリストの発表のあと，
パネリストによる討論・会場からの質問票による質
問コーナーがありました。ここでは，パネリストの
発表の内容を簡単にご紹介します。
■新聞記事からみたメディアの変化と意識の変化
　　　池田　理恵子（国立国語研究所）
　IT化の流れを「年賀状」からながめてみたい。
　1980年には年賀状は万年筆を使って書くとい
う人が多かったが，1999年になると，サインペ
ン・ボールペン派が主流となり，パソコン・ワープ
ロを使うと答えた人も2割に達している。
　パソコン・ワープロを使った年賀状を作りたいと
いう希望は，1997年に過半数を越え，潜在的な
需要の高さをうかがわせた。その理由として，「好
きな画像を使用したい」　「手書きはきたない」など
という意見があった。ただ，あて名は手書きでない
と失礼だと思うという意見も半数近くあった。
　一方，年賀メールは，2001年の調査では，4
割弱の人が「使用経験があり」，「今後も使いたい」
と答えているが，「もらってうれしい」人は2割ほ
どだった。
（以上の調査データは，筆記具メーカー・パイロッ
トの新聞発表記事およびキヤノンのホームページの
資料による）
■若者のケータイ・メール利用
　　　三宅　和子（東洋大学）
　携帯電話は，いまや私たちの生活の一部といって
も過言ではないくらいに普及している。国民の4人
に3人，若者では9割が携帯電話を持っているとい
う調査がある（NRI野村総合研究所）。
　かつては一家に1台もなかった電話機が「携帯可
能な個人使用の方向」へと進化していった過程の延
長線上にあるのが携帯電話だと言えよう。
　若者が携帯電話のメールを好む理由として，次の
ようなものがあげられる。
　・安い（無料あるいはメールの料金が組み込まれ
ている）
　・時間や場所を問わない（自分も相手も都合のい
い時と場所で）
　・私的・個人的（周りには見られず，聞こえず）
　・自分のペース（書き直しがきく，言葉が選べる）
　・一方的（相手の反応がすぐにはない）
　・間接的（顔も見えず声も聞こえない）
このような背景には，若者が頻繁だが「濃い」関係
ではないコミュニケーション，すわなち，気配りの
負担が少なく，気後れせず，相手にも負担をかけな
い「やさしい，ゆるやかな」関係を望んでいるとい
う心理が見て取れる。
■インターネットを利用したグループ・コミュニケーション
　　　杉本　明子（国立国語研究所）
　インターネットのグループ・コミュニケーション
は，対人関係やコミュニケーション環境などの点に
おいて，従来のコミュニケーションと次のような点
で異なっている。
　・時間・場所からの制約の解放
　・情報伝達の即時性
　・多数の人との双方向的コミュニケーション
　インターネット上でのグループ・コミュニケーシ
ョンは，様々な地域に住む様々な社会的属性を持っ
た人とふれあうことができ，実社会での年齢・性別
・職業・地位などにかかわらず，比較的自由なやり
とりができるため，平等なコミュニケーションが可
能であるというメリットがある。一方で，情報の信
頼性が保証されていない点，表情や身振りなどが見
えないための対人感覚の欠如や常識の相違による相
互不理解などに代表される「リアリティの欠如」が
問題となっている。
　異なる文化背景を持った人々が利用するインター
ネットでは，地球的規模でのルールづくりが今後重
要となってくるだろう。
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■若者はE一メイルでどのように気をつかうか
　　　加藤　安彦（国立国語研究所）
　若者の携帯電話でのメールのやりとりは，用件が
中心の率直な表現スタイルがとられている。従来の
手紙文に用いられたような「拝啓・敬具」　「前略・
草々」といったあいさつ表現は使用されないが，相
手への配慮を示す何らかの表現が用いられていると
考えられる。
　実際の携帯電話によるメールのやりとりを調べて
みると，次のようなことが分かった。
　人間関係を相手との親密度で3段階に分けた場合，
いわゆる「顔文字」は，親密度の高いグループによ
り多く用いられ，文末に用いられる☆♪などの記号
類は，親密度が高くないグループにより多く使うと
いうことが分かった。
　これは，親しい相手には，表情をそのままダイレ
クトに表す袋文字を使っても大丈夫だが，あまり親
しくない相手に対しては，むしろ，解釈に幅を持た
せられる分，☆や♪などの記号類を用いたほうが相
手に誤解を生む可能性が低い，という意識の現われ
である。メールという新たなコミュニケーション手
段において，形式は変わっても，相手への配慮は変
わらずに存在しているということである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山崎誠）
表紙のことば
　国語研究所は，昭和23年12月20日の創立当初，
明治神宮聖徳記念絵画館（新宿区霞ケ丘）の一部
を借用して仕事をしていました。仕事が進むにつ
れ手狭になったため，研究所の一部が分室で仕事
をすることになり，昭和26年12月からは，東京都
三鷹市の旧山本有三邸（現・三鷹市山本有三記念
館）を，その後，昭和28年5月1日前ら29年9月30
日までは，新宿区立四谷第六小学校の一部を借用
していました。
　小学校内に分室を設けた昭和28年度から，国語
研究所では「言語能力に関する調査研究」を行い，
四谷第六小学校には，モデル校として，昭和28年
度及び29年度に入学した児童が卒業するまでの7
年間，継続してご協力いただきました。入学から
卒業まで継続調査することで，書く・読む・話す・
聞く力がどれだけ伸びるか，その発達の要因や段
階を詳しく究めようとしたのです。研究員達は，
入学した一学級の一人一人について，授業中はも
ちろん遊んでいる時の話し方まで克明に記録する
ほか，性格や家庭環境，教師の指導法などについ
ても詳細なデータを集めていたようです。
　当時の様子を伝える新聞の切り抜きが研究所に
保存されています。昭和29年2月9日付毎日新聞朝
刊には，「この研究は世界でもはじめての大がか
りなもので，完成の暁は国語の指導，教科書の編
さんに科学的な裏づけを与えるほか，言語改革の
貴重な基礎資料となるので学界の注目を浴びてい
る」として，「ひらがなが全部できる子は，入学
当時は4分の1，9月には2分の1，1年たつと全員。
覚えにくい字は「ほ」「ぬ」など。覚えやすい字
は「し」で最初から7割が知っていた」など，研
究成果の一部が紹介されています。
　この記事の中に担任の先生のお名前を見つけ，
その白砂宏先生にお会いすることができました。
当時，研究所員が授業を観察・記録するようにな
って変わったことは？と尋ねたところ，「子ども
を叱れなくなりましたね」とにっこりなさいまし
たが，お話をうかがって，子ども達のよいところ
を引き出そうと，いろいろ工夫して授業をなさっ
ていたことが伝わってきました。
　現在，JR中央線の信濃町駅で降り，線路沿いに
坂道を数分下ると，四谷第六小学校の校庭と校舎
が見えてきます。坂を下りきったところに外階段
があり，上ったところが玄関です。玄関のある階
は，階段を上っていくと2コ口ように感じますが，
坂の途中から校庭を抜けて行くと1階になります。
昭和62年に建て替えられた現在の校舎は，オープ
ンスペースを有し，踊り場の窓にはステンドグラ
スがはめこまれている素敵な建物です。総合的学
習の時間には，子どもたちがオープンスペースを
フルに活用し，主体的な学習を繰り広げているそ
うです。
　さて，研究所が分室として借用していたのは，
旧校舎（の表紙写真で向かって左側）の坂下側か
らは1階，校庭からは地下にあたる部分だったよ
うです。小学校は絵画館から線路を隔てて十分ほ
どのところにあります。昭和28年，絵画館の近く
に分室を移すことができ，それまで神宮外苑と三
鷹と離れていた所員たちが歩いて行き来できるよ
うになりました。その後，昭和29年10月1日に神
田一ッ橋に移転して，およそ3年にわたる分室体
制が終わり，ようやく研究所全体が一つ所で仕事
をすることができるようになったのです。
　　　　　　　　　　　　　　　（池田理恵子）
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ことばQ＆A
　　　　　　　嚇．
　　　：最近，ファーストフード店やファミリーレ
　　　ンで品物を注文すると，店員が「○○で，よ
ろしかったでしょうか？」と，注文を繰り返すこと
がよくあります。なぜ過去形で問われるのかと違和
感を覚えます。　「よろしゅうございますか？」や「よ
ろしいでしょうか？」の方が適切ではないのでしょ
うか。
A回答：「よろしかった」の「～た」は，過去の意
味だけでなく，確認の意味で使われることもあります。
店員が注文を復唱する場面で使われている「～た」は，
確認の意味ではないかと考えられます。
　それを確かめるために，ファーストフードのM社に
尋ねてみました。同社では，各店の店長がアルバイ
トの店員に，客の注文をしっかり確認するよう指導し，
「○○で，よろしかったでしょうか？」という接客
敬語を口伝えで教えているそうです。店員はこのよ
うな接客マニュアルにしたがって応対しているのです。
ついでに，ホテルや洋品店にも尋ねてみたところ，
この場面では，「よろしゅうございますか？」や「よ
ろしいでしょうか？」が適切だ，ということでした。
いずれも敬語を含む丁寧な表現ですが，「よろしか
ったでしょうか？」は，客に確認を求める丁寧表現，
「よろしゅうございますか？」や「よろしいでしょ
うか？」は，客に許可を仰ぐ丁寧表現という違いが
あります。
　なぜ，「○○で，よろしかったでしょうか？」に
違和感を覚えるのか，質問者のお気持ちを推察して
みましょう。質問者は，この場面は，客に許可を仰
ぐべき場面とお考えのようです。それなのに，確認
を求められるから，違和感を持たれるのでしょう。
客の中には，値段の安い品物を注文して，　「○○で，
よろしかったでしょうか？」と確認されると，もっ
と高い物でなくていいのか，と言われているような
気がする人もいるでしょう。食べ物だけ注文して，
「お飲み物は，よろしかったでしょうか？」と確認
されると，セットでの注文を迫るような，おしつけ
がましさを感じる人もいるでしょう。このように，
「よろしかったでしょうか？」という確認の表現は，
客の場面や状況の捉え方しだいでは違和感を持たれ
ることになります。
　例えば，ズボンの裾上げを頼んでおいた洋品店で，
確認のため試着した後に，「この長さで，よろしか
ったでしょうか？」と言われたらどうでしょうか。
違和感を覚えない人も多いだろうと思います。もち
ろん，この状況でも「よろしいでしょうか？」の方
が適切だと考える人もいるでしょう。
　客にはそれぞれ個性があります。敬語の使い方に
ついての規範意識も人それぞれです。接客マニュア
ルどおりの画一的な応対は，能率的に均質なサービ
スを提供できる長所もあるのですが，客の個性に対
する配慮が足りないという欠点もあります。客の気
持ちに配慮して，場面や状況に応じた表現の工夫を
することが，大切なのではないでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（吉岡泰夫）
匿1開催記録1隊　一丁7一
〇平成13年度国立国語研究所日本語教育短期研修
　　「コンピュータと作文添削」
　　日時：2002年1月12日（土）
　　場所：国立国語研究所
　　「日本語学習における社会・心理的側面の研究方法」
　　　日時：2002年3月9日（土）
　　　場所：国立国語研究所
L≦開催案内【＿＿．一．．＿一一．．　．　．＿．一一一．
○平成14年度国立国語研究所日本語教育短期研修
　　　「学習者の多様性を探る一学習リソースの再検
　　　討一」（仮題）
　　　日時：2002年6月15日（土）・16日（日）
　　　場所：国立国語研究所
○ことばフォーラム
　　第8回「ネット・コミュニケーションとことば」
　　日時：2002年1月19日（土）
　　場所：立川市アイム・ホール
　　第9回「話しことばの豊かさ，再発見」
　　日時：2002年3月24日（日）
　　場所：山形県東田川郡三川町　なの花ホール
ー　　　幽　　　　　　一．．一　　　　V’　　r　1『『．－『、…　　丁冒一．『一一『．　一．㍗「　‘．一『「　マ　『r『一　一トー「一　■聰
　　　　．　．」一一．r一．一一．　．．．、㌔』　．一　　　　　　．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　「対照研究の成果を日本語教育に活かすために」
　　（仮題）
　　日時：2002年7月7日（日）13：00～17：00
　　場所：北海道大学学術交流会館
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国立国語研究所報告118
『学校の中の敬語1
　　一アンケート調査編一』
　2002年4月発行，三省堂，
　B5判　376ページ，10，000円（四四）
　国立国語研究所は，設立以来，国民の敬語使用
に関する調査をさまざまな領域で重ねてきました。
　たとえば地域社会での敬語使用については，愛
知県岡崎市民を対象とした大規模な調査を1953年
および1972年～73年に実施し，『国立国語研究所
報告11　敬語と敬語意識』（秀英出版），『国立国語
研究所報告77　敬語と敬語意識一岡崎における20
年前との比較一』（三省堂）として報告しました。
また職場社会での敬語使用については，『国立国
語研究所報告73　企業の中の敬語』（三省堂）とし
て報告しました。
　その後国立国語研究所では，そうした成人の敬
語使用の土台作りで重要な場となる学校社会で，
生徒たちが敬語をどのように意識し使用している
かを把握するための調査を企画し実施しました。
本書はその報告書の第1冊目で，アンケート調査
による結果をまとめたものです。
　調査は約6，000人の中学生・高校生を対象に行
ないました。データを分析したところ，たとえば
次のようなことが分かりました。
　敬語についてどのような意識を持っているかを
尋ねたところ，全体的に生徒たちは学校の中で自
分自身の言葉遣いをそれほど気にせず生活してい
るらしいことが分りました。ただし，先生や上級
生といった目上と話をするときは，自分の言葉遣
いを変えると意識する生徒が少なくありません。
話をする状況が改まった場かどうかというく場〉の
要素よりも，相手が自分より目上か目下かという
く人〉の要素の方をより気にしているようです。
　また，具体的な敬語使用を尋ねたところ，目上
に対する尊敬語の使用はそれほど一般的ではない
ようでした（丁寧語レベルの敬語にとどまるよう
です）。ただし，自称詞の使用状況などを見てみ
ると，男子の場合，友達に対する場合は主として
「オレ」を使う一方，先輩や先生に対する場合は
主として「ボク」を使うというように，相手によ
る使い分け自体は明確です。敬語の根本原理は，
相手や場面による言葉の使い分けですから，成人
に達してからの土台は，学校生活の中でもかなり
形成されていると言えそうです。
　この第1品目の報告書に続くものとして，面接
調査を分析した結果を，報告書の第2冊目として
今年度中に刊行する予定です。
　本書が，日本語研究だけでなく，学校教育の領
域等でも広く活用されることを願っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（尾崎喜光）
1　全国方言談話データベース
　　r日本のふるさとことば集成一撃lI巻　京都・滋賀一』
　　（国立国語究所資料集13－11）／国立国語研究所編／
　　2001年11月／国書刊行会／A5判／6，800円（聖別）
2　全国方言談話データベース
　　r日本のふるさとことば集成一芸12巻　奈良・和歌山一』
　　（国立国語究所資料集13－12）／国立国語研究所編／
　　2002年1月／国書刊行会／A5判／6，800円（税別）
3　全国方言談話データベース
　　r日本のふるさとことば集成一第13巻　大阪・兵庫一』
　　（国立国語究所資料集13－13）／国立国語研究所編／
4
5
6
2002年3月／国書刊行会／A5判／6，800円（月別）
r学校の中の敬語1一アンケート調査編一』
（国立国語研究所報告118）／国立国語研究所編／
2002年4月／三省堂／B5判／10，000円（選別）
r日本語の文字・表記一号究会報告諭集一』
国立国語研究所編／2002年3月／凡人社／A5判／
2，400円（税別）
r現代雑誌の漢字調査』
（国立国語研究所報告119）／国立国語研究所編
／2002年3月／B5判／非売品
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　　　　　　　　　　　　　国立国語研究所資料集13
『全国方言談話データベース日本のふるさとことば集成』
　　　　　　　　　　国書刊行会発行，冊子：1冊　A5判　約200ページ，
　　　　　CD：1枚，　CD－ROM：1枚　Windows・Macintosh版，定価：6，800円（税別）
　　　　　　　　　　　　『第11巻　京　都・滋　賀』（2001年11月）
　　　　　　　　　　　　『第12巻　奈　良・和歌山』（2002年1月）
　　　　　　　　　　　　「第13巻　大　阪・兵　庫』（2002年3月）
　1977年度から1985年度にかけて，「各地方言収集
緊急調査」という全国規模での方言談話の収録事業
が文化庁によって実施されました。この調査によって，
日本全国の200地点以上で収録した，約4000時間に
も及ぶカセットテープと，その一部を文字化した手
書き原稿が残されました。
　これらの資料は，方言の生きた実態を解明する貴
重な研究データであるとともに，急速に失われつつ
ある各地の伝統的な方言を，文化財として記録・保
存するという意味においても意義のあるものです。
　そこで，国立国語研究所では，この膨大な録音テ
ープと文字化原稿を電子化して，大規模な方言談話
データベースを作成し，広く公開しようとしています。
　このたび，このデータベースの中から，各都道府
県ごとに，その土地の方言の特徴がよく現れている
お年寄りたちの自然な会話を選び，全20巻の『日本
のふるさとことば集成』として刊行を開始しました。
　各巻は，冊子・CD・CD－ROMが1セットとなって
います。CD・CD－ROMには方言の会話の音声を収
録し，冊子・CD－ROMには，音声の文字化（カタカ
ナ表記），共通語訳（漢字かなまじり表記），収録
地点と方言の解説，などを収めています。従来には
あまりなかった，方言の音声と文字化の電子化デー
タを備えていますので，検索や加工が簡単にでき，
教育や研究にご活用いただけることと思います。
　『第11巻京都・滋賀』は，このシリーズの最初の
巻となります。今後，近畿，関東，中国，四国，・・と，
各地域ブロックごとに刊行を進めていく予定です。
?
第11巻京部・滋賀
国立国語研究所資料集　13・11
国立国語研究所
　2001
岡盲日行会
・方言談話音声のwaveファイル，その文字化text
ファイル，共通語訳textファイルなどを収録。
・添付の検索ソフトにより，話者単位，発話単位，
文字列での検索が可能。
【内容】
『第11巻京都・滋賀』
方言談話データ①　　「年末年始の行事」
　京都府京都市　1983年収録
方言談話データ②　「昔の食生活」
　滋賀県甲賀郡甲賀町　1981年収録
『第12巻奈良・和歌山』
方言談話データ①　「趣味と病気」ほか
　奈良県五條市　1981年収録
方言談話データ②　　「子供の遊び」ほか
　和歌山県田辺市　1981年収録
『第13巻大阪・兵庫』
方言談話データ①　　「大阪弁」ほか
　大阪府大阪市　1977年収録
方言談話データ②　「子供の頃の遊び」ほか
　兵庫県相生市　1985年収録
　　　　　　　　　　　　　（井上文子）
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